
大阪市立南百済小学校 

令和８年４月３０日 ５月号 

安全・安心な教育活動をめざして 
 

始業式や全校朝会で、私から「いのち一番、にこにこ二番、サンキュー三番」という話をしていま

す。南百済小学校の子どもたち全員が明るくのびのびと楽しい学校生活を送れることが大切だと考え

るからです。 

5月 11日（月）は、「いじめ・いのちについて考える日」です。平成 29年度から大阪市立の全ての

小学校・中学校・高等学校で「いじめ・いのちについて考える日」を設定し、いじめのない学校をめ

ざし、命を大切にする取組を進めています。本校でも一人ひとりがいじめについて考え、いじめは絶

対にしてはいけないということを再確認する日です。自分の命はもちろんですが、友だちの命も大切

にするという気持ちをいつももち続ける必要があります。今年度も、教職員一同、子どもたちととも

に一丸となってより良い仲間づくりの取組を進めていきます。保護者・地域の皆様のご理解・ご協力

をよろしくお願いいたします。 

また、５月からは、校外に出かけて体験的に学ぶ楽しい学習活動があります。春の遠足では、「天王

寺動物園」（1年）、「石川河川公園」（2年）、「鶴見緑地」（3年）、「錦織公園」（4年）、「万博記念公園」

（5 年）、「キッザニア甲子園」（6 年）へ行く予定です。集団で歩く時の交通ルールや電車内でのマナ

ーを守って安全・安心第一で行ってまいります。 

 

新転任教職員紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

南百済だより 


